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【1999 年度青少年海外派遣事業の概要】 

1999年7月27日から8月11日の行程で、青少年海外派遣事業が実施されました。 

交流団員は10名の中学生・高校生と2名の引率者で構成され、カナダを訪問しました。 

 

 

今回の秋号では、青少年海外派遣事業（カナダ）交流団員の交流を終えた

感想と 4 月に開催された総会の報告が中心になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

～交流団の皆さんにカナダでの想い出を綴ってもらいました。～ 

 

忘れられない 16 日間 

北村 由美 （深川東商業高校 2年） 

私にとって、カナダでの16日間は一

生忘れることのできないような、とて

も充実した生活でした。こんな体験を

させてくれた両親に、本当に感謝して

います。 

私は今回、飛行機に乗るのもはじめ

てだったのですが、海外ということで、

とても不安でいっぱいでした。でも、い

よいよ出発という日の朝、市役所前で

10 人全員が集まると、不安な気持ちも

どこかへ行き、カナダに向けて、みん

なドキドキしていました。そんな私たち

にとって、まず最初の出来事は、成田

空港で安室奈美恵さんにあったことで

す。はじめはみんな信じられず疑って

ばかりいたけど、本人だとわかったと

たん「アムロ！アムロ！」の連発でし

た。その時に、今まであった緊張はな

くなったのだと思います。 

カナダに着くと、あまりにも涼しいの

で、とても驚きました。 

カナダでは、もちろん車は右を走っ

ているし、英語が飛び交っていて、その

時やっと「これから 16 日間、カナダで

過ごすんだ」と自覚しました。学校に着

くと、大勢のホストファミリーが私たち

が来るのを待っていました。（どの人が

自分のホストファミリーだろう）と不安

な私に「ＹＵＭＩ？！」と声をかけてく

れたのが私のママになるグレンナでし

た。家に連れて行ってもらい、自分の部

屋を案内してもらって荷物を整理する

まで、会話といえるほどの話はできま

せんでした。やっぱり、今までずっと、

みんなと日本語で話していたので、急

に英語で話しかけられても何もわから

 

団員名 学 校 学 年 

柏倉 裕 深川東商業高等学校 3年 

桑原知香 深川東商業高等学校 3年 

北村由美 深川東商業高等学校 2年 

倉本 圭 旭川北高等学校 1年 

田中聡恵 深川市立一已中学校 2年 

上垣美佳 深川市立一已中学校 2年 

小川真人 深川東商業高等学校 3年 

高木百合子 深川市立深川中学校 1年 

山本 歩 旭川北高等学校 2年 

薮 明香 深川西高等学校 1年 

引率指導者名 所  属 

北川博文 深川東商業高等学校 

上垣由紀子 深川国際交流協会理事 

月日 主な研修内容 

7/27 深川市発～アボツフォード市到着 

7/28 英語の授業（W.J.Mouat 高校）、カルタス湖 

7/29 スタンレイ公園、グランビル・アイランド 

7/30 英語の授業（W.J.Mouat 高校） 

7/31～ 

8/1 
ホストファミリーと過ごす 

8/2 ソルト・スプリングへ 

8/3 ソルトスプリング見学 

8/4 ビクトリア見学 

8/5 英語の授業（W.J.Mouat 高校）、マツクイ農場 

8/6 ロングハウス見学 

8/7～8 ホストファミリーと過ごす 

8/9 さよならパーティ 

8/10 
アボツフォード市出発 

（深川市到着 8/11） 
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ず、答えることがことができませんで

した。少しすると、出かけていた 7 歳の

女の子（ダニエル）が帰ってきて、私に

会うとすぐに“ＹＵＭＩ”というイニシャ

ルの入ったブレスレットとネックレスを

作ってくれました。とても嬉しくて涙が

出そうなくらいでした。 

この家は、前にも日本や中国の人た

ちがホームステイに来ているらしく、冷

蔵庫にはたくさんの写真が貼ってあり、

とても驚きました。 

私は、グレンナにたくさんワガママ

を言って迷惑をかけました。でもグレン

ナは怒ったりせずに、いつもワガママを

聞いてくれたり、心配してくれたり、笑

わせてくれたりしました。私はそんなグ

レンナが大好きです。だから別れる時

は、つらくて泣いてしまいました。 

今回、カナダでは色々な人に出会い、

たくさんの思い出を作りました。もちろ

ん、みんなで行ったキャンプや乗馬、

プール、バンクーバー見学、ショッピン

グなど、すべてが楽しくて、「今でもそ

の時のことをはっきりと覚えています。

みんなと話をしている時も「このまま、

ずっとカナダに住んでいたいね」と言

っていたくらいカナダが好きになりまし

た。 

カナダから帰ってきた今では、すべ

てが思い出になってしまい、少し悲しい

気持ちもあるけれど、10 人はいつまで

も良い友達です。たった 16 日間だった

けど、私たちは協力し合い、団結しまし

た。本当にこのメンバーで良かったと

思っています。 

最後になりましたが、北川先生、上

垣さん、色々と迷惑をかけてすみませ

んでした。 

本当にありがとうございました。 

 

 

 

大切な思い出 

田中 聡恵 (一巳中学校 2年) 

私のホストファミリーはとても優しく

て、良い人たちでした。ダンお父さん

はとてもわかりやすくゆっくりと英語を

話してくれたし、ビクトリア旅行に出発

する時も、私の気分が悪いとわかると、

わざわざ家まで戻って水を持ってきて

くれました。 

アンドレアお母さんはいつも笑って

いて、温かく優しい人でした。 

ホストシスターのアリサ（10 歳）は

想像していたより、とても性格が素直

で可愛くて、毎日アリサが寝るまで遊

んでいました。 

初日にダンお父さんとアリサと私の

3 人でスーパーマーケットみたいな大

きなお店に食料品を買いに行きました。

私の好みを細かく聞いてくれて、私が

わからない単語は何度も英和辞典を

引いてくれましたし、わざわざご飯も

食事に出してくれました。野菜が生で

出てきたのには驚いたけど、けっこう

食べやすい食事でした。（だけど日本

食が食べたくなりました） 

ダンお父さんもアンドレアお母さん

もアリサも、みんな私に親切にしてくれ

ました。8月8日の夕食では、デザート

のケーキにロウソクを立てて、私の誕

生日を祝ってくれました。私の誕生日

は8月25日なので驚いていると、「25

日は聡恵はいないから」と、歌もうたっ

てもらい、とても感激しました。 

最後の日、「もう別れるんだ」と思う

と、泣きそうになりました。最後まで英

語はあまり話せなかったけど、抱き合

って気持ちを伝えました。日本に帰って

きたらとても会いたくなりました。今度

は英語が話せるようになってから会い

に行って、楽しく思い出話をしたいで

す。 

色々ありがとうございました。 

 

 

 

カナダに行った感想 

柏倉 裕 （深川東商業高校 3年） 

僕は、青少年カナダ交流訪問団を受

けて良かったと思っています。 

カナダに行って、印象的だったこと

は、人間関係を大切にしていること。 

そしてカナダの人たちはアイ・コンタ

クトをすごく大切にしていて、知らない

人でも気軽に話したり、僕らにも気軽

に声をかけてくれて、（すごく自然体で

温かいな）と感じました。僕らは、その

おかげでホストにもとけ込みやすく、

良い体験ができました。日本人にはな

いことだと思い、こんなにも日本とは

違うのかと感じました。 

僕は、カナダへ行って何もかもが変

わりました。まず「世界観」や外人に対

するイメージが変わりました。 

そして、自分の短所を良い方向に伸

ばすことができたこと。 

ホームステイも学ぶものがたくさん

あり、良い体験になりました。 

やっぱり一番つらかったのは、2 週間

という短い期間で、みんなやっとホスト

ファミリーや周りの人たちに慣れてき

て、一番楽しくなってきた時に帰るとい

うのは、特に中学生のメンバーには、と

てもつらいことだと感じました。 

そして、団長としてまた一つ、みんな

の良いところをみつけることができた

と思います。 

この旅に行かせてくれた両親に、一

番感謝したいと思います。 
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“旅”を終えて 

薮 明香 （深川西高校 1年） 

「またカナダに行きたい」私はそう

思いました。 

私たちは8月27日に日本を出発し、

カナダに着きました。到着してすぐ、す

べてが英語であるカナダがすごく新鮮

に感じられました。 

私たちはアボツフォード市にある

W.J.MOUAT SECONDARY SCHOOL に

行き、ホストファミリーとそこではじめ

て会いました。少し照れながら行くと、

パパ（ジョン・ポール）に日本語で「こ

んにちわ、明香さん。私はジョン・ポー

ルです。」と話しかけられました。 

はっきり言って、思いっきりビックリし

ました。手紙で、日本語は少し話せると

書いてあったけど、まさかはじめから

日本語で話しかけられるなんて思って

もみませんでした。パパのとなりに立っ

ていたアレックス＆レアにも、ビックリし

ました。写真で見たのと同じで、2 人と

もすごく似てました。それに、とっても

美人でした。私はこの人たちと 2 週間、

ここで過ごすのかと思うとワクワクし

ました。 

私のパパ、ジョン・ポールはすごく優

しい人でした。家の事を教えてくれたり

したのも全部パパでした。ママはクリス。

毎朝エアロビクスに通っていました。そ

のせいか、とてもスリムな体型でした。

双子のお姉ちゃんの方はアレックス。

アレックスはお姉さんなだけあって、レ

アよりも落ち着いていたし、しっかりし

ていました。妹のレアは、私にいつも色

んなことを話しかけてくれました。そし

て夜になると必ず「シャワー使う？」と

聞いてきました。パパはそんなレアを

見て、「レアはそればかり言っている」

と笑っていました。2 人は今、高校 2 年

生で、今年の 9 月から 3 年生になる予

定です。2 人とは年齢が近いので、

色々カナダで流行っていることを聞い

たり、恋愛のことなど、本当にたくさん

のことを話しました。ちなみに2人はボ

ーイフレンドはいないと言っていました。

あと、ママも入れてネイルパーティーを

しました。2 人の持っていたマニキュア

の数は、はんぱじゃなく多かったです。 

向かいに住んでいたパティックとも

遊びました。この時はパパも入れて水

泳をしました。でも、私は寒すぎて泳げ

ませんでした。なぜなら、この時すで

にPM7:30 すぎだったから、かなり冷え

込んできてたからです。なのに、4 人

は平気で泳いでいました。中は温水と

言っていたけれど冷たかったです。 

となりの犬・バンはすごく可愛い犬で、

よく舐める犬でした。走ってこられると、

大きいだけあって、少し怖かったです。

アレックス＆レアの友達カールは、日本

に 3 ヶ月間留学したこともあって、日本

語は上手でした。留学といえば、日本

からの留学生の智才とも友達になりま

した。智才は留学について、為になるこ

とをたくさん話してくれました。Mall も

案内してくれました。こんなふうにカナ

ダでの楽しい 2 週間はあっという間に

過ぎていきました。実際に、英語漬け

の生活を体験してみて、はじめはやっ

ぱり、戸惑いとかもあったりしたけど、

すぐに向こうのムードにも慣れて、（思

ったよりも大変なことではないな）と

思いました。それはホストファミリーの

人たちが理解しやすいように、ゆっくり

としゃべってくれたのもあるし、私のあ

たふたした英語を理解してくれたから

だと思いました。そのおかげで、私は

（けっこう英語が話せるのかな？）と思

うようになってしまいました。 

それに、積極性が前よりついたので

はないかと思います。 

すべてを含めて、結果的にこの海外

研修は私にとって、とても良い体験に

なったし、良い勉強にもなったと思いま

す。私はそんなカナダに 

「また行きたい。」そう思いました。 

 

 

異文化の中で 

山本 歩 （旭川北高校２年） 

私は今回の旅で、自分の中にある日

本という存在の大きさを実感しました。 

例えば、挨拶の仕方、お客を迎える

側・迎えられる側の関係、食生活、どれ

をとっても私たちとは考え方が異なり

ます。 

その中で、日本人である自分を認識

するとともに、異文化に対する考え方

もこれまでとは少し変わったように思

います。 

これまでは憧ればかりが先に立って

しまい、実質的にそれが良いのか悪い

のか自分で判断できていなかったよう

に思います。 

しかし、あちらでの生活の中で、実

感としてカナダの文化を学ぶことがで

きました。そして、日本文化と比較して、

自分なりの考えを持てるようになりまし

た。 

誰に対してもフレンドリーなところは

もちろん、私がすばらしいと思ったのは、

自分は自分という考え方です。周りに

惑わされず、個性を大切にし、その中

で互いに認め合うというのはすごいこ

とだと思います。私は流されやすいの

で、ぜひ見習いたいと思いました。 

カナダでの生活は私にとって、とて

も貴重な経験になりました。人間として

成長するにも、これからの進路を考え

るのにも、とても大きな２週間でした。 

向こうでの生活があまりに楽しかっ

たので、カナダに帰りたいと思うことが

よくあります。でも今度は、勉強して、

働いて、お金を貯めて、自分の力でお

世話になった人たちに会いに行きたい

です。 
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世界から勇気を… 

高木百合子 （深川中学校 1年） 

日本を離れて、何もわからない海外

へ行ったあの 2週間。 

私にとってカナダで過ごした 2 週間

は、たくさんのことを体験し、学ぶこと

のできた日々でした。 

滞在はじめの頃は、戸惑ってばかり

でした。でも、そんな私をホストファミ

リーや一緒に行った友達がいつもフォ

ローしてくれました。 

しかし、やっぱり、（日本へ帰りたい）

と思ってしまうことは何度もありました。

滞在中、ホストファミリーと離れ、2 泊 3

日、ビクトリアへキャンプに行ったあの

日は正直言って救われました。家族と

のコミュニケーションをとるだけで、こ

んなにもたいへんなものかと思い知ら

されました。 

でも、日本にいた時の自分に負けた

くなくて、学校から帰ってからの家庭

での私はもう精一杯でした。 

そんな私に、すぐホストファミリーは

気づいてくれ、買い物に連れて行ってく

れたり、色々な遊びを教えてくれました。

これには私も、涙が出るくらい感謝感

謝でした。 

泣いたこと、怒ったこと、笑ったこと、

たくさん色々なことがあったけれど、

私は 2 週間の中で、みんなから、世界

から、“勇気”をもらいました。 

いつか、必ず私はカナダへ帰りたい

です。 

 

一生忘れることのできない宝物 

上垣 美佳 （一巳中学校 2年） 

私のホストファミリーは、Thissen さ

んで、聡恵ちゃんと同じ家庭でした。

みんな優しくて、特にお父さんの DAN

は、とても神経が細やかでした。お母

さんの Andrea は、とても体格のいい

人で、夜遅くまで仕事を頑張っていま

した。10歳のAlyssaはとても純粋で、

素直な子でした。帰る前の夜、私と聡

恵ちゃんにビーズで作ったトカゲのよ

うなものをくれました。ビーズの色も日

本とは違う透明で、とてもきれいな色

がたくさん組み合わさっていました。

「名前はティサなの。」と言って、ニコッ

と笑った顔がとても子供らしくて可愛

かったです。トカゲ（？）はとても可愛

くて、今は自分の部屋の壁に飾ってあ

ります。 

遊びはトランポリンをしました。大き

なトランポリンが家庭に1つなんて日本

では考えられないと思いました。 

みんな、ものすごく高くジャンプして、

とてもびっくりしました。とても楽しかっ

たです。 

それから、イギリスから親戚が来た

こともありました。8 歳のトーマスと 6

歳のメクンは、とても肌が白くて、金髪

で、イギリスの子供って感じでした。も

のすごく可愛かったです。 

帰る前日に DAN さんに「Alyssa を

描いてくれる？」と言われて、（1 人な

らいいや）と思い描きました。案外難し

くて、（なんで YES なんて言ったんだ

～!!）と少し後悔しました。今度は「犬

のビリーも描いてくれ」と言われて、少

し困ったけど描きました。動くので大変

でした。でもその日描いた絵の中では

一番似ていたと思います。そしたら、ま

た、なんと「これで終わりにするからダ

ンも描いて。お願い。」と言うのです。

（ウソでしょ～？？）って感じでした。

その何日か前に「いつか僕を描いて」

と言われたときも、難しそうなので、内

心描きたくありませんでした。案の定、

ケンタッキーのおじさんのヤセ型にな

ってしまい、真正面をさけて横を向いて

もらったのですが、長時間になってしま

って、ダンは首が疲れたようでした。私

も思い通りに描けなくて「I’m sorry，I 
couldn’t」と言って 3 枚渡したら、いか
にも疲れている感じの絵だったのにも

かかかわらず、「Wow!! Very nice!! 

You’re a nice artist!!」の連発をし
てくれました。 

3 枚それぞれに「みか」とひらがな・

漢字・カタカナでサインしました。

「？？？」というような顔したので、

「日本語には、ひらがなと漢字、カタカ

ナがあって…」と説明をしましたが、

（日本語って難しいな～）と思いました。

私と聡恵ちゃんで、DAN さんに「これ

はダンの家です」と日本語で教えると、

DAN さんも調子にのって、日本語で

Ice Creamや Sofaを当てはめて、アリ

サに見せびらかしはじめました。する

と、Alyssa が急に「こんにちわ。アリ

サです。よろしくお願いします」ときれ

いな日本語で言ったのです。DAN さん

は「なんで知ってるの？」と焦り出すし、

私たちもとても驚きました。 

後から考えると、互いの国を理解し

合うってこういう小さいことからはじま

るのかなと思いました。 

別れの日の朝、日本に帰るという実

感はわいてきませんでした。 

日本に着いて家のソファーに座って、

やっと、16 日間は終わった…という感

じでした。CANADA には日本と同じよ

うに、良い人・理解しにくい人、色んな

人がいました。私はそれを HOST 

FAMIRY を通して体験できたと思いま

す。日本にいる友達とは違う人間関係

も知りました。 

絶対、この 16日間の出来事全部、一

生忘れることのできない宝物になるで

しょう。 

CANADA のみなさん、この交流計画

にたずさわったみなさん、どうもあり

がとうございました!! 
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「忘れてはならない 2週間」 

桑原 知香 （深川東商業高校 3年） 

まず始めに、私自身が今回の青少年

カナダ派遣の告知を見つけたこと自体

が偶然でした。そして、実際にこの企画

に参加することができて本当によかっ

たと思っています。高校生活最後の今

年の夏休みは、私にとってずっと忘れ

ることのない思い出になりました。カナ

ダで過ごした 2 週間は、本当に毎日が

充実していて、最初の何日間は慣れな

い英語や生活の違いで一日一日が遅

く感じました。でも、残り 1 週間という

時から、時間がたつのがとても早かっ

たです。ホームステイの始めの頃は、

今日本は何時頃だろうとか、みんなど

う夏休みを過ごしているんだろう、と夜

考えることがあったのに、いつのまにか

そう考えることも少なくなりました。 

カナダでの毎日について、書きたい

ことはたくさんあります。でも、この 2

週間の出来事そして2週間分の気持ち

を書き表すことはとても難しいです。

ただ私は、この 10 人のメンバーで楽し

かったし、カナダで出会った人たちと、

本当に逢えてよかったと思っています。

特にホストファミリーは私を本当の家

族の様に受け入れてくれました。私の

家には 3 歳と 5 歳の女の子がいて、お

姉ちゃんの様に思ってくれたみたいで

毎日、何をするのもたいてい一緒でし

た。他のメンバーのホストファミリーに

は、あまり小さい子供がいなかったらし

くて、私の家の子供たちはいろんな人

にかわいがられていました。そんな風

に私は、家族と一緒の時間がとても長

かったので日本に変える日が近くなる

とよく泣いていました。帰国する日にな

っても最初から最後まで泣いていたの

は私でした。日本に帰りたくないわけ

じゃないけど、カナダを離れたくない

複雑な気持ちで一杯でした。とても優

しくしてくれたカナダの人達に、いつか

必ず会いに行きます。 

一生の中では、たった 2 週間だけど、

私は忘れようとは思わないし、忘れて

はいけないと思っています。カナダは

行くべきところだったと思えるし、逢う

べき人に逢えたんだとも思います。 

今回参加して英語や外国にますま

す興味を持ったし、またこのような機会

があれば参加したいです。今すぐカナ

ダに帰りたいくらいです。 

 

 

ある日の授業中のできごと 

倉本 圭 (旭川北高校 1年) 

私は８月９日、普通に W.J.モート高

校に登校しました。そして何気なくいつ

もと同じように授業を受け、「今日は

なんかつまらない１日だな。」と思いな

がらフォトジャーナル作りをしていまし

た。 

すると、エイベック先生が「ボールを

持っていくの手伝って。」と言ったので

「ハイ。」と答え、体育館へ向かいまし

た。教室に戻ると、北川先生がパソコン

に土・日の出来事を入力するため、私

は呼ばれ廊下へ行きました。 

次は昼食の時間ッ！！もう、「待っ

ていました」といわんばかりに、みんな

で外へ行って食事をとりました。食べ

終わった後で、北川先生が「スティー

ブ校長先生探してきて。」というから、

はるかとと一緒に外へ出て頑張って探

しました。いないから教室に戻ると廊下

に北川先生がいて「おまえは入ったら

だめ」って言って、はるかだけを中に入

れました。「ちょっと、仲間はずれか

い！！」って思って必死で違う方のドア

から入ろうと思って行こうとしたら、

「開けていいよ」というので、開けて入

りました。入ると中は真っ暗で、「オイ

オイ」と思い、「やっぱりあっちのドアへ

行ってみよう」と思ったら、まっちゃん

が別のドアから覗いたので「クッソー」

と思って、そちらのほうへ行こうとした

ら、団長が「圭ちゃん誕生日オメデト

ウ。」といって、みんなで一斉に出てき

ました。 

最初は「はぁ？」って感じであ然と

していて、少したってからやっと自分の

誕生日だということに気づきました。

部屋の中にはアイスケーキがあって、

みんなが「オメデトウ」って言ってくれ

ました。このような突然のことは初め

てだったから、思わず泣いてしまいまし

た。感激のあまり涙が止まらなくて、本

当に嬉しくて嬉しくて幸せ者だと思い

ました。みんなが書いてくれたバース

デーカードを見ては泣き、見ては泣き

の繰り返しで、すごく感動しました。 

みんなが「なんか今日の行動おかし

いと思わない。」って言って、「そお？」

って答えたら、「全部仕組んでたんだ

よ。」と言われました。「うっそー。」っ

てびっくりしたら、「鈍感過ぎ」って言わ

れ、本当に何も気づかなかった自分が

バカだと思いました。でも、仕組んでく

れた皆さんは、こんな人のほうがやり

やすかったですよね？本当に感謝して

います。カナダでの一番の心に残る思

い出です。ありがとうございました。 

 

 

カナダへ行って 

小川 真人 （深川東商業高校 3年） 

最初の時は嬉しい半面カナダでやっ ていけるかとても心配でした。でも何 日か経つとすぐになれ、とても楽しい
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ものになりました。ただ、どうしても慣

れなかったのがカナダの食べ物でした。

特に、ブルーチーズの味は最後まで慣

れませんでした。 

あと、体の調子もすぐれませんでし

た。行く時の飛行機のクーラーで風邪

をひいてしまい、2 日目のウォータース

ライドには乗れませんでした。風邪が

治った後はのどが痛く、上垣さんには

迷惑をかけっぱなしでした。でも、団員

やホストファミリーと過ごしていた時は

とても楽しかったです。 

みんなでビクトリアへ行った時はカ

ヤックに乗ったり、泳いだり、買い物をし

たりととても楽しかったです。ホストフ

ァミリーは、湖やアメリカの山に連れて

行ってくれたので、暇な時間はほとん

どありませんでした。 

たった 16 日間という短い期間でし

たけれど、僕にとっては他の文化、人、

衣、食、住などを知る良い体験でした。 

また、何かの機会があれば、カナダ

へ行きたいと思います。 

 

 

書ききれないほどの想い出 

上垣由紀子 （引率指導者） 

バンクーバーまで約 11 時間の飛行

から開放された私たち訪問団を出迎

えてくれたのは、ガッチリした体格、知

的で穏やかな笑顔のカールトンさんで

した。 

私たち 12 名を乗せたスクールバス

は、窓からさわやかな風をいっぱいに

入れながら東へ約 1 時間、郊外の田園

風景の中を姉妹都市アボツフォード市

へ向けて走りました。車窓から見える

広告や道路標識が横文字であること

に生徒達は、まず外国へ来た実感がわ

いたようです。 

W.J.モート高校へ到着し、ホストファ

ミリーと対面、簡単な挨拶や注意事項

が話され、各々の家庭へ。 

こうして、私たちの 16 日間のカナダ

での生活がはじまりました。 

私のホストファミリーの紹介をします。

2 人の息子を育てあげたメアリーさん

は自営業。いうなれば「仕立て屋さ

ん」です。洋服生地がダンボール箱で

運び込まれると、最新式の洗濯機と乾

燥機でしなやかに洗い上げ、デザイン

をし、地下のミシン2台で洋服に仕立て、

会社に売るという商売です。 

離婚後、2 人の息子を 1 人で育てた

彼女は、今は好きな洋裁で生計を立て、

立派な一軒家をかまえ、悠々自適の生

活を送っています。ウエスタンスタイル

と乗馬の好きなメアリーさん。2人の息

子さんはモトクロスのライダーで、ブリ

ティッシュコロンビアで優勝したいうの

が彼女の自慢です。地下の仕事場には、

金のトロフィーがテーブルからあふれ

んばかりに並んでいました。 

彼女は息子に、自転車の乗り方から

馬の扱い、そして料理まで教えたそう

です。上の息子のお嫁さんは、「自分

の夫が家事一切できることを母のメア

リーさんにとても感謝している」と話し

ていました。「祖父がアイスランドから

カナダへ移住してきた」という話もして

いましたが、今思えば、彼女の大柄で

凛々しい風貌や、息子たちの冒険好き

は、北欧のバイキングが住みついたと

いうアイスランド人の血を受け継いで

いるのかもしれません。 

3 日間のビクトリア旅行以外の午前

中は、W.J.モート高校で授業。真夏と

はいえど、カナダのカラッとした涼しい

気温と冷房で、前半は体調を崩した生

徒も多かったようです。それでもエイ

ベック先生のクリスチャンらしい誠実な、

かつ献身的な指導で、最後には全員が

見事な英文のフォトジャーナル（写真

入りの日記）を完成することができま

した。子供たちの一生の宝物になった

ことでしょう。 

エイベック先生から、2・3 日前、心の

こもったお手紙をいただきましたが、彼

女にとっても、この夏のハイライトは私

たち訪問団に英語を教えたことだと書

いてありました。ビクトリア旅行に同行

してくれた彼女の娘ジェニーさんは、9

月の新学期から日本語を選択すること

にしたとのこと。私たちとの交流の中

で芽生えたものがあったことを嬉しく

思いました。 

外国、特にカナダはテレビ・雑誌等

の情報が豊かな現在の日本にとって、

決して珍しく遠い国ではありません。た

だ一方的に情報を受け入れる場合と、

実際に家庭に入って生活を共にするの

とではたいへんな違いです。生活・習

慣の違いに、はじめ子供たちは多かれ

少なかれ、カルチャーショックを受けた

ようです。食べ物からはじまって、ゴミ

の出し方、テレビの見る時間帯、家族の

他に同居人がいる場合等、不思議なこ

と、不便を感じる中での戸惑い・不安。

そんな時、ホストファミリーや周りの人

から受けた優しさや親切に、どんなに

助けられたことでしょう。そして、様々

な状況を判断する中で、自分の意志、

考えを英語で伝えられた時の達成感。

それを知ってこそ、本当の理解・交流が

はじまるのだと思いました。子供たち

はみんな「ホームステイ」という貴重

な体験を通して学び成長しました。 

もう一つ、引率者として子供たちの

成長を嬉しく思ったのは、団員同志が

お互いを思いやり、協力し、団結し合う

気持ちが出てきた時でした。それは一

週間を過ぎた頃から、いたるところで

発揮されました。ユースホテルで宿泊

場所をめぐって話し合った時、協力した

食事作りと後片付け、仲間がホームシ

ックの涙を流した時、突然のバースデ

ーケーキで祝った時の圭ちゃんの涙と

みんなの嬉しそうな顔、フェアウェルパ

ーティーでの出し物の時の笑顔の奥の

真剣な眼差し等、親元から遠く離れた

場所で、子供たちが見せた成長の瞬間

でした。それは今も、私の心の中に映

画のワンシーンのように鮮明に焼きつ

いています。 

生まれ育った日本にいては、当たり

前で、あまり意識もしなかった自分た

ちの生活。この旅行は子供たちにとっ

て、自分自身を見つめ直す良い機会だ

ったことでしょう。 

日本でのこれからの自分たちの生

活をさらに充実させてこそ、アイデン

ティティの確立、自立した人間形成に

つながるものと思います。 

訪問団日程の最後の日、バンクーバ

ーの空港まで送ってくれたのもカール

トンさんでした。私たちの「研修旅行が

安全、無事に行われるよう手助けする
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のが僕の仕事だ」と言い、どんなこと

でも快く相談にのってくれました。彼は

中学・高校の校長先生で、その校訓

「Eye to Eye」のように、エネルギーに

満ちあふれたカールトンさんの目は、

いつも注意深く、愛情深く子供たちに

注がれていました。今も感謝の気持ち

でいっぱいです。 

国際交流協会をはじめ、お世話にな

った関係者の皆さまに心からお礼申し

上げます。私たち訪問団は、この紙面

ではまだ書ききれないくらい楽しい思

い出を作って、16 日間の研修旅行を終

えることができました。この交流で芽

生えたものをみんなで大切に育て、さ

らに広げてゆきたいと思います。 

 

 

２週間の行動について 

北川博文 （引率指導者） 

7月 27日から8月 11日までの 16日間、中学生3名、高校生7名の合計 10名を引率して、深川市の姉妹都市カナダのア

ボツフォード市を訪問してきました。その間の様子を紹介いたします。 

 

【第 1 日目…7 月 27 日（火）】 

10:30  深川市のバスで深川市役所出発。 

12:35  新千歳空港到着 荷物を降ろし、バス出発。団員は２階へ 

12:45  セキュリティーチェック開始（花火を持ってきた山本、小川の荷物が引っかかる。） 

13:30  チェックイン  14:00 までご飯派と麺類派に分かれ昼食。 

14:05  手荷物検査場へ移動、例のハイジャック事件の影響かものすごい混雑（ここでも手荷物の花火が引っかかり帰りま

で預かることになる。） 

14:30  予定どおり出発 

15:50  新東京国際空港到着（予定より早く到着） 

17:00 まで自由時間とし、各自買い物やTCへの両替を行う。 

17:00  出国手続き。全員無事通過（ここで並んでいる時、歌手の安室奈美江と出国手続きが一緒になる） 

17:10  ゲートが D92 ということで、移動開始   17:45  搭乗開始 

18:00  予定時刻ではあるが、管制からの出発許可が下りず、動かず   18:47 出発 

22:00  食事タイム  ビーフとチキンの選択 

――――――――――日付け変更線    以降カナダ時間  ――――――――― 

9:00  朝食  フルーツパイ＋ヨーグルト 

10:45  ＹＶＲ到着 しかし、スポットが空いていなく、しばらく待機 

11:00  飛行機から下りる。 

11:15  各自で入国手続きを行ない、全員無事通過 

11:30  荷物をとって、出口へ移動。スティーブ・カールトン氏と会う。 

11:45  バス出発。天気晴れ。右側走行に、生徒びっくりする。 

12:45  アボツフォード到着、各ホームステイ先へ移動。 

 

【第 2 日目…7 月 28 日（水）】快晴 

天気が良いため、薄着で登校する生徒多し。学校内が冷房ききすぎのため寒い。明日から寒さ対策をしてくるよう指示。 

9:00  学校へ集合 

9:00～9:10  挨拶・日程紹介 

9:10～9:15  カナダ紹介ビデオ＋地理の勉強 

10:15～10:30  休憩 

10:30～11:30  フォトジャーナル作り  ＞日本の絵日記のようなもので、その日の出来事を写真と絵と英語（日本

語）で説明する。 

11:45～  カルタスレイクへ移動（小川体調不良でリタイア） 

12:40～14:30  プールで遊び  ＞生徒は楽しんでいました。（１名水着を忘れて待機、１名体調不良） 

14:50～  カルタスレイク出発 

15:30  解散 

昨日は、ホームステイ先の対応がまちまちで、疲れているのにプールへ連れて行かれた生徒や、ホームステイ先の娘の誕

生会のお泊り会があって、なかなか寝れなかった生徒もいたそうです。中学生高校生関係なく、言葉が通じなくて苦労してい

る生徒が多かったです。 
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【第 3 日目…7 月 29 日（木）】雨 

今日は 1日バンクーバー研修旅行の日です。 

9 時集合、2 名遅刻するも、雨の中出発。途中交通渋滞にはまる。バスの中での会話は、主に食事の話。ホームステイ先に

よって料理に違いがあり、おいしい食べ物を食べたと話をしようものなら、ブーイングのあらし。 

予定より遅れてバンクーバー水族館到着。10:30 からの鯨のショー、おしまいの芸だけ見る。鯨やペルージャ等の写真をと

り、予定を少しオーバーして次の目的地へ向けて出発。 

12:30  グランビルアイランド到着。雨は上がりました。ここは、小樽の運河沿いやメルヘン街道、函館金森倉庫周辺と同じ

ようなところです。色々な食べ物屋があり、そこで食べ物を買って、席に座って食べることができます。雨のため、

外で食べることができないので、中の席は満席状態。生徒は、ホストファミリーが作ってくれた、昼食を食べる予定

でしたが、屋台の中に日本食屋台があり、それを見たとたん弁当をやめ、日本食に走りました。ここには、食堂のほ

か色々な食品が売っていました。野菜、肉、ケーキ、パン、米、醤油、魚、刺し身にできるような切り身までありまし

た。 

14:00 にバーナビーに向けて出発 

14:30  バーナビー到着  ＞北海道でいえば、「開拓の村」のようなところです。生徒も結構楽しんでいました。 

16:40  出発 

17:35  アボツフォード到着  解散 

 

【第 4 日目…7 月 30 日（金）】晴れ 

昨日の天気が嘘のように、晴れました。今日は一日学校で英語の勉強です。昨日の雨にあたって、体調を悪くした生徒増

加。 

午前中は、 

① 出席に対する返事の仕方 

② 昨日のバンクーバー旅行で思い出になったことを、単語で表現する 

③ ②で出てきた単語を利用したビンゴゲーム  ＞ビンゴした生徒には景品あり 

④ 色の表現のしかた 

⑤ お金について ＞特に小銭の種類・形について 

午後は、 

⑥ 買い物の練習 ＞“ただ見ているだけ”の場合と“本当に買う時”との表現の仕方 

⑦ フォトジャーナル作り カルタスレイク・バンクーバーの思い出を、写真と言葉で書く 

（生徒の個性が出ていて、上手に書いていました） 

⑧ 値段の聞き方練習 

⑨ 来週の旅行についての注意 出発時間の確認  10:45 集合 

到着時間の確認  19:30（持ち物確認） 

15:00  解散 

生徒も学習能力が身についてきて、英語が分からないなりにも、コミュニケーションができるようになる。 

 

【第 5 日目…7 月 31 日（土）】 

午後からアボツフォードのアグリフェアー（農業祭）へ行ってきました。以前に言われていた米袋を探しました。アボツフォ

ード市のブースの一角に、米袋が置かれていました。ブースの店番をしていたのはW.Aird Flavlleさんという方で、昨年の調

印式の時に深川に来られた人です。Aird 氏曰く、「アボツフォード市民には姉妹都市の話はあまり知られていない。このブー

スも市のブースであるが、お金がないので店番を雇えない。それで、アボツフォードの国際交流委員の人がボランティアで店

番をしていて、姉妹都市の説明をしている。」また、これからアボツフォードと深川との交流は盛んになると思うが、小人数で、

例えば農家のグループ、自動車関係のグループ、ロータリー関係のグループなど、アボツフォードに同じようなグループがあ

れば、ホームステイ先を簡単に見つけることができるが、40 人を超えるコーラス団体になると、ホームステイ先を見つけるの

が難しいので、とても難しいとも言っていました。このブースにいるとき、韓国人ご一行様がお見えになり、いろいろと話をして

いましたが、深川の米を見たとたん、「米は韓国が一番。」と言っていたのが印象的でした。Aird 氏は「ここにいると中国人、

韓国人、台湾人などが『深川』という漢字を読んでいくが、発音が全部違う。」と言っていました。 

アグリフェアーの内容ですが、動物（馬、ひつじ等）の品評会、色々な動物（肉牛、乳牛、やぎ、羊、鳥など）の展示、動物に

関する教育的な展示（鶏の卵を置いておいて、自然にヒナが孵る様子が見える）、子供向けの遊戯、食べ物屋台、色々な会社・

団体のブースがあります。 

夜の部 

ホストファミリーの三男とその彼女と彼女の弟の４人で、バンクーバーまで花火を見に行く。夜の 10:00 近くにならないと

暗くならないため、10:15 開始、10:45 終了のプログラム。スポンサーはカナダのタバコ会社だそうです。 

混むということで、19:00 アボツフォード出発、20:00 バンクーバー到着。駐車場を探すが満車、もしくは値段が高い。よう

やく安い駐車場を見つける。近くで食事をし、会場へ向けて移動。人人人人の山です。モーゼの巡礼ではないけれど、イング
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リッシュベイに向けて、みんな歩いていました。あれだけ人がいれば間違いなく、花火の場所へ連れていってくれます。ハート

型あり、目と鼻と口の形になっているものあり、大きなすだれ花火あり、楽しみました。 

それにしても、日本人は多いですね。観光客なのか市民権を得ているのか分からないけれど、日本人が多いです。一瞬日

本にいるのと錯覚を起こすくらい多かったです。浴衣を着て歩いている日本人もいました。 

 

【第 6 日目…8 月 1 日（日）】 

午後から、スティーブ・カールトンと一緒に、アボツフォード市の経済状況を視察。物価が安いのか、バーゲンの時期なのか、

とにかく安い。 

昼食は、日本料理を食べに行きました。スティーブが「丼」物に興味を持っているため（生徒が、バンクーバーで食べた昼

食について、日記にビーフ丼と書いていたのを見て）、どんぶり物を頼む。（ビーフ丼と天丼）味は、何と言っていいのか･･･天

丼にはエビ、カボチャ、なすびが入っていました。プラス、インスタント味噌汁。値段は 5 ドル 95 セント。日本人が経営している

店ではなく、韓国人が経営している日本レストランということで、こんなもんでしょうか。 

その後、スティーブの子供がアグリフェアーでボランティア（アルバイトではない）をしているため、迎えに行く。時間が合っ

たので、もう一度中を見学し、アボツフォードのブースへ。今日は笠原さんが店番をしていました。たまたま、ファーガソン市

長もそこにいらして、笠原さんがすぐ「深川から来た先生です。」と紹介してくださいました。 

 

【第 7 日目…8 月 2 日（月）】曇り ～小旅行 1 日目 

今日から、3日間の小旅行です。 

10:45  学校集合 

11:00  運転手（ダンという大学生で、日本語が少し話せる  ＞１年間日本にいたことがある） 

スーザン（今回の学校での担任）スーザンの娘 

我々12名の合計 15 名で出発 

12:30  トワソン湾到着 

13:30  フェリー出発 

15:30  ロング・ハーバー（ソルト・スプリング）到着 

16:00  ＹＨ（ユースホテル）到着 

ＹＨはテントあり、木の上の家あり、普通の部屋あり。ここで問題発生。 

ＹＨの指示で男子はＴＰという外のテント決定。女子が11人中、3人がＴＰに寝なければならない。あみだくじを

作ったところ、高校生の女子から、中学生はかわいそうだから中で寝て、高校生が１日交代でＴＰに寝ることを提

案。 

16:30…ＹＨから使用上の注意 

①ＹＨのリビングに入るときは、靴を脱ぐ 

②ゴミの分別 

リサイクル、紙、生ゴミ（野菜）、その他（肉も含む）、野菜類は肥料に戻すそうである。 

その他のゴミは、週に 2回、ヴィクトリアへ送るそうです。 

③消灯時間 23:00 

④寝るところでは、食べ物ダメ 

17:30  夕食作り開始  ＞本日のメニュー：カレーライス 

女子高校生がお手伝い。米を炊くのに適した鍋がなかったけれど、お母さんが頑張って炊いてくれました。 

19:00 夕食開始 外で食べようと一旦外へ出たが、蜂の大群で食堂へ戻る。食事は、ＹＨに泊まっている人が各自で作り、

鍋・食器を共同で使用。カレーが少し残ったので、宿泊者におすそ分け。夕食終了後、食器洗いに移行、またまた女

子高生活躍。男子生徒、キャンプファイヤー用の薪を拾いに行く。 

20:30  キャンプファイヤー開始。なぜか、日本人（我々のグループ）しか集まらない 

キャンプファイヤーを囲んで、焼きマシュマロを作る。その後、日本語で歓談途中で、イギリスから来た女性が参加。

しかし、すぐ去る（おなじＴＰに寝る人を探しているため） 

22:45  ファイヤストーム消火 

23:00  就寝。 

 

【第 8 日目…8 月 3 日（火）】晴れ ～小旅行 2 日目 

生徒の体調：雨のせいか寝不足多い 

7:30  起床 

8:00  朝食（パン＋目玉焼き） 

9:15  出発 

午前中カヤックに乗る予定でいたが、海上で一部雨が降っているので午後に延期。またまた買い物に走る 

12:00  昼食 （サンドイッチ） 
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12:45  カヤック諸注意  ＞ジャケットの着方 オールのこぎ方 進み方の指導 

13:15  いざ海へ 

天気が良く気持ちがいいです。コツをつかむまで、なかなか前に進まない 

沖の島まで漕いでいく。プライベートビーチの沖を通過。売りに出ているのも多し。途中アザラシを発見 

15:15  陸に戻る   15:45  街をぶらつく。 

16:15  海水浴をしに移動。 

16:30  湖に到着。全員で泳ぐ。水温は結構暖かかったです。2～3 メートル進むと、脚が届かないほど深くなります。 

飛び込む生徒登場（小川、柏倉、山本） 

17:30  ＹＨへ移動。お母さんとスーザンは街へ買い出し。この間に男子高校生は、ＹＨに泊まっている子供とサッカーを始

める（やっと国際交流が始まる。スポーツに言葉は要らない） 

19:00  夕食作り開始（メニュー：ステーキ＋スパゲッティー＋いも）ステーキ作りは、男の仕事（世界の常識）ということで

北川が焼く。焼きあがった分から食べ始める。 

22:00  昨日の反省を元に、ＹＨ内のベットを決め、今日は早めに寝る準備に入る。 

リビングルームでは、即席日本語講座。ケベックから来たカナダ人、バンクーバーのカナダ人、ＢＣ州から来た人な

どと話をする（北川）有意義な時間を過ごしました。「おやすみなさい」という言葉を教える。 

23:30  就寝 

 

【第 9 日目…8 月 4 日（水）】晴れ 

生徒の体調：良し。肉を食べたお陰か、中学生も元気が出る 

6:30  起床 

7:00～  順番に朝食（パン＋目玉焼き） 

8:20  ＹＨ出発 8:45  フルフォード・ベイ着（フェリー乗り場） 

9:30  フルフォード・ベイ発 10:00  スワーツ・ベイ着 

10:30  ビクトリア到着。車の中で写真取りまくる。 

10:45  全員で Empress Hotel の中を見学しながら、ミニチュアワールドへ。 

その後解散  集合時間は 13:45 ＢＣ博物館前。高校生は買い物へ。 

上垣親子は蝋人形館へ。高木・田中はスーザンたちとぶらぶら。高木は絵描きに自画像を書いてもらう（25 ドル）。

ミニチュアワールドは、色々な古い町並みのミニチュアから御伽噺の世界のミニチュア、歴史的な戦争場面のミニ

チュア（アメリカ独立戦争、ばら戦争、第 2次世界大戦など）などがありました。 

蝋人形館には、カナダの君主ご一家（エリザベス女王ご一家）、サッチャー首相を始め、芸能界、スポーツ界の名士

たちがいらっしゃいました。ダイアナさんもいましたし、ヒットラーさんもいました。 

また、ホラーの館には、歴史的な死刑のやり方について展示があり、各宗教の創始様もいらっしゃいました。その後、

議会の建物見学。集合時間が迫っていたため案内なしで見学。やはり、この中にもエリザベス女王の肖像がありま

した。途中で案内人に追いつき、どれくらいの割合で女王がＢＣに来るのかと聞いたところ、６年に１回の割合だそ

うです 

14:00  昼食を食べに移動 

14:10～14:30  ＞昼食 市民公園 移動開始 

15:40  スワーツ・ベイ着 

16:30  フェリー出発 

18:00  トゥワソン港到着。アボツフォードへ向けて出発。高速へ乗る途中で夕食（マクドナルドへ）。 

値段が安く量が多い（レギュラーの飲み物が日本のＬサイズ） 

20:15  アボツフォード到着。各ホームステイ先へ 

 

【第 10 日目…8 月 5 日（木）】曇り 

9:00～  英語の授業 明日（6日）に英語のテストを行なう。 そのため、英会話の復習を行なう。 

（挨拶、名前の聞き方、時間や値段の聞き方、物の買い方など） 

休憩後、3 日間の小旅行の思い出を単語で出し合い、英語にする。英語の授業は、中学生には厳しいみたいです。

特に、中学１年生の百合子は、頭の中が？？？？？状態です。他の中学生は塾で勉強しているため、どうにかつい

てきています。高校生はほっといています。最初は？？？状態の高校生もいましたが、学習能力がついてきて、どう

にかやっています。 

12:30  移動開始 

13:00  マツクイ農場到着 

乗馬開始。蚊の中、全員で約 30分乗馬体験をする。落馬する者なし 

終了後、昼食（カナダ式ウインナーサンドイッチ）。たき火でウインナーを直火で焼き、それをパンに挟んで食べる。

食事終了後、時間があるのでバレーボールを行なう。結構盛り上がる。 
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15:00  バスに乗り学校に戻る。   15:30  解散 

 

【第 11 日目…8 月 6 日（木）】曇り 

生徒状況：特に変わったところなし。昨日乗馬したため、腰が痛いといっている生徒がいる。体調は良い。 

9:00  学校集合。英語試験。 

9:45  昨日の乗馬についての作文。今日は主語、動詞、目的語、補語を書いた紙を切って、色々な英文を作る作業です。 

10:40  フォトジャーナル作り。途中で、こちらで現像に出した写真を取りに行く。 

こちらの現像料金のほうが、日本より安いみたいです。 

11:45   学校出発 Long Houseへ 

12:30  Long House到着 

昼食（サーモン・バーベキュ＋ご飯（長粒米）＋サラダ＋フルーツポンチ＋先住民のパン）サーモンは、２日前にフ

レーザーリバーで取れた鮭です。 

13:15  説明開始 

（教訓その 1） 

 昔、この地域に一人の娘がいました。彼女はアメリカ（今の）に行きたくて、村を出ました。アメリカで一人の青年

と出会い、恋に落ち、一人の娘を授かりました。ある日、彼女は故郷に帰りたく思い、彼に帰ると伝え、彼女の娘と、1

匹の犬とで、故郷に戻りました。故郷に戻ると、広くすばらしい土地や河が見れて、彼女は幸せに感じました。そこ

に一人の聖霊があらわれました。聖霊には、物を石に変える力がありました。彼女は聖霊に石に変えてくれるよう

頼みました。理由は、私はこの土地が大好きだ。ここからの景色をずっと見ていたいからです。聖霊はそれが正当

な理由だと思い、彼女を石にしました。彼女は、最後に娘を抱きたいと思い、抱いたところ、娘も石になりました。犬

が娘を助けようと石にしがみついたら、犬も石になりました。 

（教訓その 2） 

 昔、この当りに 3 人のリーダーが住んでいました。その 3 人でこの辺りを支配していました。しかし、彼らには「文

字」がありませんでした。神様は息子を3人のところへ派遣し、その3人に文字を教えました。そして、彼は文字を教

えながらフレーザー・リバーを下ってバンクーバーへ行きました。数年後、彼は文字がどれくらい広がっているかを

見るために、フレーザー・リバーを遡行して、この地を再び訪れました。しかし、3 人のリーダーは住民に文字を教え

ていませんでした。神の息子は 3 人になぜ文字を教えなかったのか尋ねました。1 番目のリーダーは、慌てて住民

に文字を伝えに行きました。2 番目のリーダーは、その場にひれ伏して泣き出しました。3 番目のリーダーは太鼓を

叩き、悲しい歌を歌い出しました。神の息子は、3 人を石に変えました。これがその石です。この石から、太鼓の音と

悲しい歌声が聞こえてくるそうです。 

（住居について） 

 昔の住居は、竪穴式でその上に屋根をつけていました。家の奥には、ゴミを食べさせる動物を飼っていて、何か

特別な日にはその動物を食べたそうです。 

（体験学習 1） 機織り 

（体験学習 2） 腕輪作り 

（体験学習 3） 石器を使った木彫りや木なめし 

15:20  Long House出発 

16:10  学校到着。 

ここに、百合子のホストがパトカーで迎えに来ていた。 

パトカーを囲んでの撮影会。本物の手錠をかけられて、ホストのＰＭと一緒に写真を撮る。 

 

【第 14 日目…8 月 9 日（木）】曇り 

生徒状況：みんな元気です。 

9:00  集合 

9:30  ドリームキャッチャー作り。不器用な人、器用な人いろいろ。形も色々。小川、北村あたりが上手にできた。  

その後、フォトジャーナル作り。昼食。受け取りに行った写真を使って、さらにフォトジャーナル作り。 

14:00  倉本の誕生日パーティー 

さよならパーティーの準備  歌の練習 

17:30  マデリンさん宅で、さよならパーティー。会場はお庭。 

びっくりしました。食事は、日本でいう仕出し。 

メニュー：パン、サラダ（野菜・マカロニ）、漬物（ピクルス）、肉（ビーフ＆ポーク）の食べ放題。 

スティーブによる、開始の挨拶並びに今回の会場提供者、マデリンさん及びフレ－ザー・バレー大学の関係者の紹

介。 

（マデリン、リンダ・ブラウン、ディビット・ワイヤット） 

食事開始 食事の途中で、今年拓大に留学していた、カレン一家＋ホームステイ中の少年（紋別市出身者、芦別市
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出身）、笠原さん（アボツフォード在住）、W.Aird Flavell（昨年姉妹都市提携で深川に来られた方）が登場。今回、

カントリー歌手を余興で呼んであるとのことで、生徒の出し物を先にやることになりました。 

17:40  生徒の部開始。 

上を向いて歩こう・ｓｉｎｇ・輪になって踊ろう・ジンギスカンの順。その後、スティーブのほうから、生徒全員に今回の

プログラムに対してのサティフィケイトを手渡す。（一人一人＋上垣、北川） 

全員手渡したあとで、とりあえずお礼のスピーチをする。（北川＋上垣） 

スピーチ終了後、カナダの国歌で閉める。カナダ人も全員起立して、全員で合唱する。 

20:30  カントリー歌手の歌の部（２名、バイオリン＋ベース・ボーカル） 

フォークソングを主に歌ってくれました。時間が遅くなってきたので、歌の途中ではあるが帰宅につく。 

ホストの感想：今までのさよならパーティーの中で一番良かったとの声がありました。 

 生徒の歌う声も出ている（確かに、昼の練習よりも出ていました）という声もありました。生徒も、ホストからの受けが良く、

特に団長のホストからは「彼はとてもいい。いつでも皆を楽しませてくれる。」とお言葉を頂きました。 

 

【第 15 日目…8 月 10 日（火）】 

 9 時出発にもかかわらず、8 時 30 分頃から集まり出す。荷物をバスに乗せ、いよいよ出発。全員泣いている。泣きながらバ

スに乗車。一路バンクーバー飛行場へ。途中高速が混んでいるため、アメリカ国境に沿った 0 号線を使用。順調に移動し、飛

行場に到着。バスから荷物を下ろし、チェックインをする。最後の最後までスティーブが面倒を見てくれました。11 時 50 分ス

ティーブと別れ、セキュリティーゾーンへ移動。ジェット気流が弱いため、飛行機が遅く到着。従って、出発も遅れる。飛行機の

中は高校生が多かったです。静岡市の高校3校と一緒の飛行機でした。日本時間14時 30分成田到着。入国手続き、税関と

終了し、国内線へチェックイン。ハイジャックの影響で、機内持ちこみの荷物も調べられる。その後、17 時まで自由時間とし夕

食を食べ、札幌行きの飛行機に乗る。 

千歳到着後、深川市のバスに乗り、一路深川市へ。22時 50分深川市へ到着。長い旅が終了しました。 

 

深川国際交流協会総会開催される 

～活動 3年目にむけて～ 

4 月 20 日（火）プラザホテル板倉において、深川国際交流協会の総会が開催されました。 

総会に先立ち各部会ごとに新年度の事業について検討し、引き続き総会が開催されました。今回は設立から 2年を経

過し役員の改選もありました。主な内容について報告します。 

《これまでの取り組み・活動の経過》 

これまでの取り組み・活動の経過として、1997 年度の主な内容と 1998 年度の全内容を整理しました。 

 

年月日 取り組み・活動の内容 

1997.3.27 深川国際交流協会設立総会を開催 
1997.4.20～ フレーザーバレー大学カールトン・ティーブス氏一行来深 
1997.5.3 フレーザーバレー大学生 4名、教員 1名（リンダ・ブラウン）来深 
1997.6.14 インターナショナルデーを開催 
1997.6.14～7.28 第 1回～第 7回青少年カナダ交流訪問団事前研修 
1997.7.30～8.12 青少年カナダ交流訪問団を派遣 
1997.10.9～13 拓殖大学東京本校留学生のホームステイ受入れ 

1997.10.16～19 道高 P連等が主催するアメリカ・マサチューセッツ州 

スプリングフィールド市の方々のホームステイ受入れ 
1997.11.7 国際フレンドシップフォーラムを開催 

1997.11.13 
「深川市とカナダ・ブリティシュコロンビア州 

アボツフォード市との国際交流姉妹提携の提言書」 
1997.11.23 青少年カナダ交流訪問団報告会を開催 
1998.3.16 ホストファミリーの集いを開催 

1998.4.20 国際交流協会総会を開催 
1998.4.30～6.26 フレーザーバレー大学生 5名、教員 1名（ジョナサン・シャンクス）来深 
1998.5.18 第 1回国際交流協会理事会を開催 
1998.5.23 青少年カナダ交流訪問団員選考会を開催 

1998.5 国際交流協会広報誌（初夏号）の発行 
1998.6.1 第２回国際交流協会理事会を開催 
1998.6.9 国際理解部会を開催 

1998.6.10 青少年カナダ交流訪問団事前研修策定会議を開催 

1998.6.12～7.25 第 1回～第 10回青少年カナダ交流訪問団事前研修  
1998.6.15 インターナショナルデーを開催 

1998.7.17 第 3回国際交流協会理事会を開催 
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年月日 取り組み・活動の内容 

1998.7.25 青少年カナダ交流訪問団壮行会 

1998.7.27～8.11 青少年カナダ交流訪問団を派遣 

1998.8.18 第 4回国際交流協会理事会を開催 

1998.8.22 第 1回青少年カナダ交流訪問団事後研修 

1998.9 国際交流協会広報誌（臨時増刊号）の発行 

1998.9.1 ふれあい部会を開催 

1998.9.6 第 5回国際交流協会理事会を開催 

1998.9.14 深川市とアボツフォード市の姉妹都市提携を祝う市民交流会最終打合せ会議 

1998.9.15 深川市とアボツフォード市の姉妹都市提携を祝う市民交流会を開催 

1998.10.12 第 6回国際交流協会理事会を開催 

1998.11.13 
第 9回北海道・カナダ姉妹都市会議 

並びに第 88回カナダ・スクール（芦別市）に理事長出席 

1998.12.9～26 ＩＰＣ（クラーク記念国際高等学校姉妹校）学生 1名来深 

1998.12.13 
第 2回青少年カナダ交流訪問団事後研修 

青少年カナダ交流訪問団報告会並びに国際フレンドシップフォーラムを開催 

1998.12 国際交流協会広報誌（年末号）の発行 

1999.2.16 北方圏センター国際理解講演会を深川市と共催 

1999.2.22 第 7回国際交流協会理事会を開催 

1999.3.19 ふれあい部会を開催 

1999.3.25 海外交流部会を開催 

1999.3.26 国際理解部会を開催 

1999.3.30 
ホストファミリー研修会を開催 

広報部会を開催 

1999.3.31 第 8回国際交流協会理事会を開催 

1999.4.20 国際交流協会総会を開催 

 

 

 

《決算および予算》 

1998 年度の決算と 1999 年度の予算です。より活発な活動を行っていくために、交流会費用と会議費用が昨年度より

多くなっています。 

 

【収入の部】 

項  目 
1998年度 

決算額 

1999年度 

予算額 
摘    要 

会 費 931,000 850,000 個人会費￥3,000×80名、賛助会費￥10,000×61口 
委託料 500,000 500,000 深川市より 
負担金 1,200,000 1,500,000 海外派遣個人負担金￥150,000×10名 
補助金 3,424,000 4,024,000 深川市より 
寄付金 0 0  
雑収入 106,215 1,325 預金利息 

前年度繰越金 932,319 1,237,675  

合 計 7,093,534 8,113,000 

 

【支出の部】 

項  目 
1998年度 

決算額 

1999年度 

予算額 
摘    要 

事業費 5,568,339 6,634,000  

 

カナダ派遣費 4,687,842 5,724,000 青少年海外派遣事業 

交流会費 175,865 500,000 
インターナショナルデー、フレンドシップフォーラム、 

ホストファミリーの集い 

その他事業費 704,632 410,000 
英会話教室、青少年海外派遣壮行会および報告会、 

広報誌発行、ホームページ研究研修 

事務費 5,861 50,000 通信費、備品他 
会議費 281,659 400,000 総会、理事会、各事業部会、その他会議費 
予備費 0 1,029,000  

合計 5,855,859 8,113,000 

 

《1999 年度深川国際交流協会役員》 

設立後 2年が経過し、役員改選により新役員が就任しました。任期は 1999 年度～2000 年度の 2ヵ年です。 
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役 員 名 称 氏  名 勤務先・所属団体等 

会 長 芳賀 昭雄 深川商工会議所会頭 

副 会 長 草原 克豪 拓殖大学北海道短期大学学長 

 紺野 勝栄 イチヤン農業協同組合組合長 

理 事 長 小滝  聰 拓殖大学北海道短期大学 

副 理 事 長 谷口 保幸 農業、深川市国際農業研究会 

 宇野富美子 英語塾、国際ソロプチミスト深川 

理 事 高橋 保之 (財)北海道農業近代化コンサルタント 

 橋本  信 拓殖大学北海道短期大学、深川輝人工房 

 池田 敏江 セブンイレブン音江店 

 中川 良平 中川豆腐店 

 笹口 和子 (株)能登家具店、国際ソロプチミスト深川 

 土門 裕之 拓殖大学北海道短期大学 

 轡田 淑子 円覚寺、国際ソロプチミスト深川 

 宮田 嘉明 農業、深川市国際農業研究会 

 北川 博文 深川東商業高等学校 

 板倉 明子 プラザホテル板倉、国際ソロプチミスト深川 

 松田 俊雄 農業 

 広野 勝利 ヒロノ(株) 

 上垣由紀子 深川市教育委員 

 北本 清貴 農業、深川輝人工房 

 岩崎久美子 一巳中学校、深川輝人工房 

 武藤 優子 深川中学校 

事 務 局 長 渡辺  優 社会福祉法人深川市社会福祉協議会 

事 務 局 次 長 坂本 龍彦 深川市企画課 

監 事 加賀美 恒 (株)加一、深川ロータリークラブ 

 遠藤 晃一 ホテル深川、遠藤写真館、深川ライオンズクラブ 

《1999 年度事業計画》 

 

 

１．市民国際理解を深める事業 

(1)国際交流市民の集い開催事業 

 市民を対象に、国際理解を深める講演会（フレンドシップフォーラム等）を開催する。 
(2)外国人とのふれあい事業 

 青少年を対象に、拓殖大学留学生やＡＥＴとのふれあい事業（インターナショナルデー）を開催する。 
(3)ホストファミリーの集い開催事業 

 ホストファミリー＆ホームステイ研修会を開催する。 
(4)英会話教室開催事業 

 初心者向けの英会話教室を開催する。 
 

２．市民の海外派遣による交流事業 

(1)青少年海外派遣事業 

 青少年の派遣実施および壮行会、報告会を開催する。 
(2)市民および団体の海外派遣の検討 

 市民の海外交流の支援に向けた方策等を検討する。 
 

３．ホームステイ受入れによる交流事業 

(1)フレーザー・バレー大学研修生受入れ事業 

 研修生受入れ体制の準備と受入れを実施する。 
(2)拓殖大学留学生受入れ事業 

 留学生受入れ体制の準備と受入れを実施する。 
(3)その他留学生等受入れ事業 

 その他の留学生等の受入れ体制の準備と受入れを実施する。 
 

４．国際交流の基盤づくり事業 

(1)ホストファミリーの新規開拓と登録事業 

(2)通訳・翻訳ボランティアの新規開拓と登録事業 

(3)協会広報誌の充実発行 

(4)協会ホームページ作成に向けた研究 
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INTERNATIONAL DAY 1999 

国際理解部会部長 中川 良平 

6 月 14 日（月）17:00 よりプラザ

ホテル板倉において、インターナショ

ナルデーが開催されました（国際ソロ

プチミスト深川との共催）。 

今回の参加者は昨年の50名を大き

く上回る約 100 名となりました。これ

は、この事業が子供たちに浸透してき

た結果なのか？国際ソロプチミスト

のパワーなのか？国際理解部会のが

んばりなのか？……いろいろなこと

が考えられますが、これら全てが良い

方向に向かった結果だと感じていま

す。 

内容もフレーザー・バレー大学の

学生や教授とその家族、ＡＥＴをゲス

トに招き、参加者自己紹介、フレンド

シップトーキング…“子供たちの積極

性はすばらしい”…、コーヒーブレイ

クをはさんで国際ソロプチミスト深

川のメンバーによる司会進行で、日本

の不思議当てクイズ、じゃんけんゲー

ム…“とても良い雰囲気でした”…と

続き、最後にはスポーツ少年団の小島

美希さん指導のダンスタイム…“もの

すごいもりあがり”…でしめくくりま

した。 

多くの方々の協力で、とても楽し

く、素敵な時を皆さんと共有できたと

思います。 

 

 

 

 

 カナダのフレーザー・バレーってなに？⑤  

～つれづれなるままに 

Oh！カナダ～ 土 門 裕 之 
 

「フレーザー・バレーってなに？」 

これが、今回私に課せられた作文の

題である。何故、私に寄稿依頼があっ

たのか？もともと文章を書くのは苦

手な私だが、幸い？なことに現在カナ

ダに滞在していることから白羽の矢

が私に向けられたものと勝手に解釈

せざるをえない。重ねて申し上げるが、

私は作文が苦手だ。読者の皆さんには、

はなはだ申し訳無く、はじめにお詫び

申し上げる。 

面白くない題には当然全く面白く

ない答えが待っている。何？と聞かれ

ると、「豊かな森林資源に恵まれた

山々に囲まれた渓谷を流れる広大な

フレーザー川がもたらした肥沃な土

地」と答えるしかない。全く面白くな

い。そこで、勝手に題を面白い内容に

変更してしまうことにする。 

 

 

「つれづれなるままに Oh！カナ

ダ」 

これなら、我が家の珍道中を何でも

書けそうだ。これに決定！さて、まず

初めに我が家のメンバーを紹介しよ

う。土門裕之（おとうさん）孝子（お

かあさん）広典（長男 13歳）和広（次

男 10 歳）。通常、我が家は以上の 4

人家族である。ところがカナダではプ

ラスα２名の女の子が家族として一

緒に生活している。私と家族ぐるみで

付き合いがある友人たちから「娘に貴

重な経験をさせたい」との強い依頼が

あり、なんと、5ヶ月間、彼女たちを

預かり、一緒に留学することになった

のだ。そこで、彼女たちも紹介するこ

とにする。晶子（Akiko：13 歳）その

従姉妹にあたる七生（Nanami：12 歳）、

というわけで、現在我が家は 6人家族

である。前置きが長くなったが、そろ

そろ本題に入ろう。 

「アボツフォード市は急速に発展し

ている」 

深川市の姉妹都市であるアボツフ

ォード市の人口は現在 20 万人を超え

た。私が最初にここを訪れたのはわず

か 5年前だが、当時と比較しても発展

の様子が手に取るようにわかる。高速

道路の利用は無料なので、大都会であ

るバンクーバーの衛星都市としても

位置付けられていて、ベッドタウンと

しての機能も果たしているようだ。バ

ンクーバーまで車で約 45 分。バスを

利用した場合、片道わずか 800 円程度

だ。 

 

「地元のスーパーマーケットで日本

食品が手に入る」 

私は、１日 3食ともご飯と味噌汁が

欲しい純粋？日本人なので、何と言っ

ても日本食品の調達は重要な課題で

ある。こちらに到着した日、大学のリ

ンダ・ブラウン先生（2年前に深川に

滞在していた）が Save on foods とい

う大きなマーケットに連れていって

下さったのだが、何と、キッコーマン

醤油に天ぷら粉、ごま油、豆腐、味噌、

鰹節、なんとグリコ・ワンタッチカレ

ーまでが売っていた。米は国宝ローズ

米というおいしいカリフォルニア産

のものがあり、全てを購入。韓国人が

経営するスーパーでは納豆も売って

いる。ただし、値段は全て日本の 2

倍。 

 

「どの農家も裕福にしか見えない」 

これは、私達家族の狭い視点から判

断されたことだが、どう考えても、こ

ちらの農家は裕福に見える。まず、家

そのものの大きさが格段に別レベル。

何と形容したらいいのかわからない。

とにかく大きいのだ。妻の孝子から見

ると、芝刈りにどれだけの時間を費や
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すのだろうかという疑問が生まれる

ほど、前庭というか家までの距離があ

るというか、裏庭も広いので、とにか

く気が遠くなるほどの家々が立ち並

んでいるのだ。しかも、綺麗に花々が

飾られている。おまけに、どの農家に

も大きなキャンピングカーがある。日

本で走っているそれの 2 倍はある大

きさだ。国境が近いこともあり、何度

も米国へ行ったが、アメリカの最北端

に位置する Lynden の農家よりもはる

かに裕福に感じる。これは我が家全員

の共通見解である。 

 

「学校教育制度の違い」 

カナダの教育行政は各州に委ねら

れているため、日本の「学校教育法」

にあたるような一律の学校制度が存

在しない。教育制度は、州や都市によ

って異なるため、ここではアボツフォ

ード市の学年制について説明しよう。 

（紙面中央上の表に整理。） 

義務教育期間は 10 年間で、成績に

よっては留年は当たり前らしい。子ど

もたち絶句！ 

 

「小学校はまるでインターナショナ

ルスクール」 

本来ならば、13 歳の広典と晶子は

中等学校に通う年齢なのだが、何と言

っても語学がまるでできない。英語は

チンプンカンプンなのだ。教育委員会

の Kathy さんや大学のリンダ先生た

ちの助言もあって、我が家のこどもた

ちは、全員近くの小学校に通うことに

なった。各学年１クラス。自宅から２

㌔の距離にあって、自転車で通学して

いる。移民の国家であるカナダを象徴

するかのように、小学校も多数の民族

で構成されている。地域性もあるかも

しれないが、インド系のこどもたちが

多いように感じる。ちなみに学校の初

日、英語のわからない和広が覚えてき

た言葉は「Be good！」。「いい子に

しなさい！」だった。 

 

「リバーラフティング 川下りの醍

醐味」 

自然が豊かなカナダ。その代表的な

夏のスポーツというか遊びというか、

それは何と言っても川下りだ。スキー

リゾートで有名なウィスラーに私の

友人が住んでおり、家族でお邪魔した

折に、リバーラフティングを体験する

ことができた。 

日本だと、筏下りという感覚だが、

ここは違う。頑強なゴムボートで激流

を水しぶきを浴びながら 1 時間以上

かけて下るのだ。所々、風景を楽しむ

ことができる静かな流れに戯れなが

ら、再び激流に突入していくあのスリ

ル！ボートキャプテンも明るい人柄

で、ウエットスーツにヘルメット姿の

私達に恐怖心をさりげなく与えつつ

も、最高の感動と満足感を提供してく

れた。夏のカナダを体験するなら一押

しのアクティビティー！こどもたち

も大満足！ 

 

「治安・生活環境は抜群」 

アメリカと違って拳銃などの武器

所有が認められていないカナダ。しか

も、アボツフォードはそこそこの豊か

な田舎であり、適度に大都会から離れ

ている。日増しに不安さを増している

日本の現状を考えると、治安はかなり

良いと思っていい。食品も日本の半額

から 7割程度。ちなみに、２ﾘｯﾄﾙのコ

ーラが３本で激安の 180 円。お金の使

い方によるが、贅沢しなければ？日本

よりはるかに豊かな生活環境が整っ

ていると言えるだろう。ただ、日本独

特の文化である「スナック」のような

お酒とカラオケを楽しむ場所はほと

んどない。独身男性の単身赴任は気の

毒かもしれないが、私には関係の無い

ことなのでこの位にしておこう。 

 

「おわりに」 

8 月の下旬、こどもたちが裏の森

（家の裏庭が森につながっている）に

１メートルほどの落とし穴を掘った。

なんでも、ウサギを捕まえようとして

いるらしい。翌日、朝早く目覚めた私

が、何気なくその森を窓越しに見てい

ると、数名の人が森の中から歩いてく

るではないか。いかん！そこには落と

し穴が！焦って飛び出し、危険を告げ、

一難を逃れたが、まさかこんな森で朝

の散歩をするとは思ってもいなかっ

た。その後、こどもたちは、1枚のプ

ラカードを作って落とし穴のそばに

立てた。「CAUTION」、警告という意

味。これが、こどもたちがカナダで辞

典を調べて書いた初めての英語だっ

た。 

深川のみなさん、我が家は至って元

気です。いや、元気過ぎます。みなさ

んもお元気で！年明けに帰国の予定

なので、是非、四方山話などを、聞い

てやって下さいませ。ではこのへんで

さようなら。 

 

北緯49度より どもんひろゆき 
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高等教育 
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☺「ホストファミリー」 ·········· 現在41家族の方が希望しています。 

☺「通訳・翻訳ボランティア」 ··· 現在 20名の方が希望しています。 

☺「深川国際交流協会会員」 ····· 現在、一般会員は 86名、賛助会員 57団体です。 

 【問い合せ先】深川国際交流協会事務局（深川市企画課） 26-2215 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【広報誌発行責任者】谷口保幸（広報部会部会長） 

【広報誌編集担当】深川国際交流協会 広報部会 

 編 集 長：南部雄二 副編集長：橋本 信 

 編集委員：高橋保之・池田敏江・今井敏雄・大野昌子・上垣由紀子・北本清貴・菅原明義・鈴木美彦・高橋昇・寺下良一 

 広野勝利・藤岡光一・本庄康二・三ッ井隆博 

募 集 し てい ます！

 

 

 


